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◎－
、

　
　
　
◆
　
o

　
　
　
’
w

助
役

に

猪

　
　
副

議
長

に

e
　
．

と
じ
て
保
存
㌧
ま
し
ょ
う

鹿

倉
　
義

原
　
沢
　
美

七

月
八
日
招
集
さ
れ
た
第
四
回
臨

時

議
会

助
役
選
任
の
件
に
つ
い
て
、
町
長

よ
り
提
案
さ
れ
た
、
猪
鹿
倉
義
則

⌒
副
議
長
）
氏
を
萬
場
一
致
で
原
案

に

同
意
し
た
。
し
た
が
っ
て
欠
員

に

な
っ
た
副
議
長
に
原
沢
美
代
二

氏
、
総
務
民
生
委
員
長
に
町
清
之

進

氏
、
同
副
委
員
長
に
辺
志
切
早

2
’

◎

代

一 則

氏氏゜

氏
が
そ

れ
ぞ
れ
互
選
さ
れ
た
。

＄
代
町
簡

易
水
道
事
業
用
、
メ
ー

タ
ー
及
び
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
購

入
の
件
に

つ
き
、
予
算
外
義
務
負

担
す
る
こ
と
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。

七

月
二
十
三
日
招
集
さ
れ
た
第
五

回

臨
時

議
会

今年の早期水稲は近年にない豊作

2
、

t
”
”
　
’
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

f
＼

ζ
、1

、
任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
選
任

　
　
委
員
の
う
ち
、
議
会
が
す
い
せ
ん

　
　
す

る
学
識
経
験
者
を
森
林
組
合
常

　
　
務
理
事
、
及
び
押
川
熊
次
郎
氏
の

　
　
　
　
　
　
　

　
　
二
名

に
決
定
、
そ
れ
ぐ
萬
場
一

　
　
致
で
す
い
せ
ん
し
た
。

◎
　
委
員
会

1
、
経
済
建
設
委
員
会

委
員
会
付
託
と
な
っ
て
い
た
田
代

町
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算
に
係

る
水
源
増
設
工
事
は
ヒ
月
十
五
日

二
十
三

日
の
両
日
、
経
済
建
没
委

、
　
　
　
．

、

◎

人
上

ノ
原
繁
氏
纐
上
当
選

猪
鹿
倉
義
則
氏
助
役
選
任
に

っ
き

議

員
定
数
に
欠
員
を
生
じ
た
の
で

四

月
三
十
日
行
な
わ
れ
た
町
議
選

に
依

る
次
点
者
、
上
ノ
原
繁
氏
が

七

月
十
三
B
付
を
以
っ
て
繰
上
当

選
さ
れ
た
。

　
議
会
に
於
け
る
所
属
は
総
務
、

民
生
委
員
会
で
今
後
の
活
動
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
議
会
事
務
局
）

員
t
と
関
係
者
が
同
行
、
現
他
の
調
青
を
行
い
具
体

立
検
討
を
加
え
た
結
果
、
第
二
衣
源
の
完
全
．
整
備

に
依

り
、
洩
水
を
防
ぐ
こ
と
が
而
決
で
あ
る
と
の

結
論

に
達

し
、
早
速
設
計
変
更
を
行
い
、
再
度
検

討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

総

務
、
民
生
委
U
会
　
　
　
　
　
　
　
☆
三

七
月
十
六
日
、
十
七
日
の
両
日
’
町
内
各
学
校
、

保
育

蹴

を
町
長
、
教
育
長
を
始
め
教
育
委
員
並
び
☆
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆

六

に
関

係
職
員
が
訪
問
し
、
諸
事
に
わ
た
る
要
望
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆

十

項

に
対

し
現
場
の
調
査
を
つ
ま
び
ら
か
に
行
い
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆

十
三
日

況
把

握
の
一
大
資
村
と
な
し
得
た
。
　
　
　
　
　
　
☆
l
l
i
二
日

　
更
に
、
同
日
二
十
三
日
教
育
長
を
招
き
反
省
会

と
、
急
を
要
す
る
要
望
事
項
数
件
を
認
め
、
委
［
m
（
　
・
e
・
｛
二
三
日

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

　

　
　

　
　
☆

二
六
日

会

は
託

と
さ
れ
て
い
た
。
田
代
中
学
校
ミ
ル
ク
給
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆

三
＋
日

食
開
設
に

と
も
な
う
給
食
婦
兼
養
護
婦
設
置
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆

三
十
、

に

つ
い
て

は
’
必
要
あ
る
も
の
と
し
、
之
を
認
た

◎
う
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

。。
今
月
の
こ
よ
み
。
。

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

☆

六

日
広
島
原
爆
記
念
目

☆

八

　
日
立
　
　
　
秋

☆

九

日
長
崎
原
爆
記
念
日

☆

十

三

日
孟
蘭
盆
会

☆

十

五

日
終
戦
の
日

－
－
－
’
e
“
◆
’
－
－
－
‘

日
早
期
水
稲
直
播
現
地
検
討

　

　
会

日
バ
レ
ー
大
会
仔
牛
せ
り
市

日
小
組
合
長
研
修
視
察

日
旧
川
土
里
生
徒
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
三
才
児
検
診

　

　
N
H
K
テ
レ
ビ
’
ラ
ジ
オ

　
　
巡
回
修
理
相
談

　
　
料
理
講
習

　
　
野
犬
狩
り

　
　
和
牛
登

録
検
査

　

三

十
一
日
農
協
上
半
期
決

算
閉
卸
監
査
〔
臨
時
休
業
）

‘



　
順劃

　
助
役
就
任

働
順
劇
　
　
　
　
　
　
　
　
助
役

　
順

号
働
゜

　
順

月
脚
　
順
8
剛
　
噺
　
馴
　
噺
　
町
民
の
皆
様
方
に
広
報
を
通
じ
て
一

㎜
云
禦
習
・
上
げ
覧
私
事

　
酬
　
猪
鹿
倉
は
過
去
四
期

十
二
年
有
余
の
間

㎜・
嚢
会
警
・
し
又
竃
短
い

　
劇
　
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
町
議
会
の

ろ
酬　
㎜
し
㎜　
㎜
た
㎜
　
働晶

の
．
挨
拶

　
猪
　
鹿
倉
　
　
義
　
　
則

副
議
長
や
森
林
組
合
の
常
務
理
事
と
し

て
微
力
な
が
ら
町
政
に
参
画
い
た
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
原
町
長

の
推
ぜ
ん
を

い
た
だ
き
去
る
七
月
八
日

の
町
議
会
に
お
い
て

議
会
一
致
の
同
意

を
得
て
助
役

と
し
て
町
政
に
参
与
す
る

機
会
を
与
え

て

い
た
だ
き
ま
し
た
事
は

私
に

と
り
ま
し
て
誠
に
光
栄
か
つ
感
激

の
い
た
り
で
あ
り
ま
す
。

　
過
去

十
二
年
有
余
に
亘
る
議
会
生
活

や
森
林
組
ム
ロ
常
務
の
職
に
お
い
て
学
び

つ
体
験
致

し
ま
し
た
知
識
と
経
験
を
大

い
に
活
用

い
た

し
ま
し
て
田
代
町
行
政

の
発
展

と
七
千
有
余
の
町
民
福
祉
増
進

の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今

ま
で
の
皆
様
方
の
御
指
導
御
鞭
捷
を

心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
全

く
浅
学
非
才
の
者
で
す
の
で
今
後
共
尚

：
”
1
層
の
御
支
援
と
御
協
力
の
程
を
御
願

い
い
た

し
ま
し
て
簡
単
な
が
ら
助
役
就

任
の
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
一
づ
、

す
。

牧
入
役
就
任
の

挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
入
役

ノ
［
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〔㌦　　　誘　護　　
　
入
役
西
川
市
蔵
さ
ん
は
一
般
役

場
職
員
二
十
数
年
、
収
入
役
四
期
十
六

　
　
　
計
四

十
数
年
、
人
生
の
殆
ん
ど

　
　
役
場

に
御
奉
仕

さ
れ
、
町
行
財
政

の
生
字

引
と
し
て
活
躍
、
皆
様
方
に
も

親

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
’
今
回
任
期

満
了
に
伴
い
留
保
の
進
め
に
も
動
ざ
れ

南
　
園
　
　
貢

ず
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
不
肖
、
私

は
か
ら
ず
も
こ
の
七
月
一
B
付
を
も
っ

て
そ
の
後
任

と
い
う
大
役
を
拝
命
致
し

ま
し
た
。

　
一
般
的
「
学
」
は
勿
論
、
こ
の
方
面

の
知
識
は
全
く
な
く
、
生
れ
な
が
ら
金

に
縁
の
な
い
私
が
そ
の
器
で
な
い
事
も

か
え
り
み
ず
お
引
受
け
い
た
し
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　
町

予
算
は
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
r

険
会
計
、
土
地
改
良
事
業
（
プ
ル
）
会

計
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
四
会
計
、

（ 輪

r
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
㊨

　
　
　
員
会
委
員
の
選
挙
当
選
者

総
計
一
億
近
い
金
額
に
な
り
ま
す
が
、

こ

の
大
金
を
果

し
て
ス
ム
ー
ズ
に
動
か

し
得
る
か
、
ペ
テ
ラ
ソ
の
西
川
さ
ん
の

ご

と
き
運
営
が
で
き
る
か
ど
う
か
’
心

配

い
た
し
て
い
ま
す
。

　
こ

の

金

の
動
か

し
方
い
か
ん
が
皆
様

方
の
福
祉
向
上
に
役
立
ち
’
町
発
展
の

r
い
し
ず
え
」
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘

じ
若
さ
を
以
っ
て
研
究
と
努
力
を
重
ね

　
　
ダ

一
生
懸
命
頑
張
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ヨ

で
．
．
お
気
付
の
点
は
ど
し
く
ご
注
意

下
さ
い
ま
し
て
、
油
断
な
く
尻
を
叩
き

前
進
で
き
る
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ブイラリア病を伝染する蚊を退治しましょう／

　

こ
の
ほ
ど
田
代
町
の
フ
ィ
ラ

リ
ア
病
を
な
く
そ
う
と
、
検
診

を
実
施

し
ま
し
た
が
，
検
診
者

総
数
五
、
二
〇
〇
名
　
内
　
保

虫
者
数
　
三
六
名
に
の
ぼ
つ
で

・
い
ま
す
。

　
鹿

児
島
県
は
特
に
風
土
病
の

ブ

イ
ラ
リ
ア
病
が
多
く
こ
の
病

気
を
な
く
そ
う
と
数
年
前
よ
り
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二蕊㌔鷹鷲蕊㌔熟三｛∵∫∵∴翼聾
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
件
い
’
去
る
七
月
十
五
日
に

が
行
な
わ
れ
、
つ
ぎ
の
十
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
て
、
七
月

十

日
か
ら
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

名美
代

ニ

　
　
　
　
ノ
ロ

六
　
男

兼
　
盛

　
正

勝
　
美

年
令

五
　
二

三
　
一

五　
（
）

四
　
九

五
　
一

折大池．中中
小浦
野地田間野氏

六　福　利名
　繁　栄三
男　利　郎

四五四五四年
〇三五三一令

　町
　　　　、

第県
二民
期税
での
す

◇

納
期
内
に
必
ず

　
　
　
　
納
め
ま
し
よ
う
！

　松毛虫は今に初まつたことでなく例年その防除を実施してまいりましたが

本年は特に発生し本町の松林面積約五〇〇λα力内二五〇haぐらいが松毛虫OP’

被害におかされています。この防除がお互いに駆除されなけれぽ被害芽の伸

びがわるくて枯れます。幼令林の場合は特に主長がわるく伐期が数年も遅れ

ることになります。松毛虫は七月下旬頃から癖化し、二令程で越冬し春芽を

喰荒します。駆除の適期は＄秋二期ありますが、成虫発生八9上中旬にBH

C－％又は三万粉剤を撒市するのが最も有効であります。

松毛虫等森林病害は法定害虫として激害地区に対しては国、県の全額補助で

駆除されているのですが、中、徴害林地については此の度特別防除対策とし

て県・fi町村で薬剤代金全額補助が計上され駆徐の徹底を期することになりま

した。病害虫防除対策は自主的に駆除の万全を期することが被害を未然に防

止することと云えます。今ヨまで綾書は共同防除班を編成し、一剤駆除の計

画を八Fl上旬より実施しますので松沐所有9一のご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　森林組合　舞　原　一一　已

　町役場では、支払事務を促進する意味で、

毎週、火曜日と金曜日を支払促進日といたし

ましたのでお知らせいたます。

細プ

N
“
‘

お

知
ら
せ

検
診
を
実
施
し
て
予
防
対
策
に

の

り
だ
し
て
い
ま
す
o

保
虫
者
に
は
無
料
で
投
薬
さ
れ

ま
す
が
こ
の
病
気
を
媒
介
す
る

蚊
の

駆
除
を

し
て
フ
ィ
ラ
リ
ア

病
を
徹
底
的
に
根
絶
す
る
よ
う

御
協
力

下
さ
い
。

蚊
は
フ

イ
ラ
リ
ァ
病
の
ほ
か
に

日
本
脳
炎
や
家
畜
の
腰
ま
ひ
等

ご
　
挨
　
拶

’

の
恐

し
い
病
気
を
媒
介
す
る
害

虫
で
あ
り
ま
す
。

町

民
の
皆
様
が
良
く
認
識
さ
れ

て
部
落
こ

ぞ
っ
て
蚊
の
駆
除
に

行

い
住
み
良
い
明
る
い
町
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
蚊
の

駆
除
は
次
の
こ
と
を

　
　
良
く
守
る
こ
と
で
す
。

①
、
や
ぶ
払
い
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
◎
、
下
水

　
　
の
清
掃
ド

　
　
ブ
さ
ら
え

　
　
③
’
水
溜

　
　
を
取
り
除

　
　
く
e

　
　
こ

の
度
の

移
動
に

よ
り
．
幾
野
技
師

　
の
後
任

と
し
て
、
国
分
の
普
及
所
よ
り

　

ご
当
地
、
根
占
地
区
農
業
改
良
普
及
所

　

田
代
町
駐
在
と
し
て
’
お
世
話
に
な
る

　
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
浅
学
非
才
の
未

　
熟
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
前
任
者
幾
野

　
技
師
同

様
ご

愛
顧

ご
指
導
ご
鞭
縫
下
さ

　

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

　
　
私
の
專
門
は
従
釆
作
物
と
園
芸
を
主

コ1　
体
と
し
て
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

　一　
本

町
に
お

い
て
は
前
任
者
幾
野
技
師
の

ロ1
後
を
引
き
受
け
畜
産
指
導
を
主
体
と
し
・

　　
て
指
導
致

す
こ

と
に
な
る
か
と
存
じ
ま

lけ
す
　
あ
　
に
ご
て
は
　
　
　
　
　
　
く

一藷
た
の
で
充
分
な
竃
竃
か
な

1一鷲
霞
竃
霊
籠
聾
姥

一
と
農
協
が
準
然
一
体
と
な
っ
て
強
力
な

け

一
農
政
が
押

し
進
め
ら
れ
て
お
り
、
s
s
術
の

雛
藁
鷲
〔
蒜

二
礪
調
鷲
舞
誘
水

二
得
ま
し
て
・
そ
の
霧
に
蓮
い
た

る
。
　
（
古
か
ま
す
、

を
か
ぶ
せ
る
等
）

⑤
、
天
井
、
納
戸
、

舎
、を

行
う

⑥
、

④
，
肥
料

溜

に
は
薬

剤
を
入
れ

る
外
す
き

ま
の
な
い

ふ
た
を

す

古
む
し
ろ

　
　
　
　
　
　
畜
産
、
鶏

物
置
小
屋
等
残
留
ふ
ん
む

　
　
墓
場
の
花
生
の
水
は
二
週

一
回
は
取

り
替
え
る

◎
　
薬
剤

の
最

も
効
果
的
な
撤

布

方
法
な
ど
に
つ
い
て
近
く
講

習
会
を
開
く
予
定
で
あ
り
ま
す

C
　
　　
－
？

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

着
任
い

た

し
た
ば
か
り
で
’
町
内
の
実

態
を
い

ま
だ
に
よ
v
つ
か
め
得
ま
せ
ん

が
’
1
日
も
早
く
、
田
代
町
の
実
態
に

と
け
込
み
’
地
域
営
農
の
確
立
に
努
力

い
た
す
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
引
き
廻
し
下
さ
い
。

い
ず
れ
時
期
を
見
て
各
部
落
参
上
い
た

し
ま
し
て
ご
挨
拶
申
上
げ
た
く
存
じ
ま

す
が
、
．
と
り
あ
え
ず
着
任
の
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
改
良
普
及
員
　
福
　
山
　
幸
農
夫．

v
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町長
（原　順）

（→　・

　助役
r猪鹿倉義則

一一収入役
　南園貢

田代町役場及び委員会等事務分等
　　　　　　　　　一財　政　係

一
【総務課】一
課長牧原　節一庶務係

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　　　　　　　　　L管　財　係

一
【税務課】一
課艮井手籠親

竹之内　哲　哉　　　　小　牧　ノ　ブ

田　代　凱　洋　　　　名ケ迫　洋　子

西　川　登 小牧ノブ
一
課税第一係　　　　中　原　強　一　　　　山　下　ノ　ブ

一課税第二係　　　　古　里　　実

一徴収係　　　久保幸雄

一
眠生課】rF

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

一衛　生　係　　　　山　下　　深

門前正二

小榎チエ
課長小川兵一一厚生係　　　長野実　夫　　　小牧三郎

一
【建設課】一
課長上ノ原鉄二

1

一国　保　係　　　小　榎　正　夫　　　湯ノ谷　サワ子

一
国民年金係　　　　大　浦　義　美

一
戸　籍　係　　　　隈　元　健　夫　　　　上久保　幸　子

一保育園保母

一
進
謂
田
欝頴

林　　ミ　ツ　舞　原　ト　キ　湯ノ谷　桂　子

一土　木　係　　　　湊　原　忠　雄

一耕　地係　　　山．元利夫

露覇㌘一局長中原正美

一ブルトーザ係　　池　田　鉄　堆　　　山　口　　弘

一道路整備係　　　　木佐貫　　繁

一水　道　係　　　　上久保　三　郎

「農　政　係　　　　荻　原　健　一　　　　松　坂　征　幸

一
林　務　係　　　　上　田　鉄　朗

一
畜　産　係　　　　西　元　国　夫

一茶　業　係
t

一蚕　業　係

一営．農相談所

西　野　正　治　（旧福山）

藤崎重昭

一
【牧入役室】一会　計　係　　　　中　村　光　郎　　　　小　牧　公　子

　　　　議会及び行政委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業委員会事務局長　平原良夫　係　川前紀明

二

進
孝

亮
　
勇

谷

桃
原

ノ湯

白
8
5

係

係

育
育
舘

教

教　
民

校

会

学
社
公

l　l
’

i霧藁鑑教

　　　　　　　　　　　　　　選挙管理委員会事務局　田代凱洋　（兼務）

一総務係大中原ノリ子　　　　　　　　　　　　　　公平委員会　〃　’t　竹ノ内　哲哉　（兼務）

〆
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X

×

ぎ
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牲
そ
g
　
’
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総
　
務
　
課
゜

　
総
務
課

は
、
財
政
係
（
竹
ノ
内
・
小

牧

ノ
ブ
）
、
亘
務
係
（
田
代
’
名
ケ
迫
）

管
財
係

（
西

川
）
の
三
係
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
務

を

担
当
し
て
い
ま
す
。

各
係
の
事

務
を
簡

単
に
申
し
上
げ
ま
す

と
、
財
政
係
は
、
予
算
、
決
算
の
作
成

条
例
、
規
則
の
制
定
及
び
、
各
種
統
計

町
債

（
町
の
借
入
金
）
、
地
方
交
付
税

の

外
、
議
会
そ
の
他
各
種
委
員
会
に
関

す

る
事
務
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
庶

務
係
は
す
ぺ
て

公
文
書

の
受
発
、

職
員
の
人
事
給
与
に
関
す
る
事
務
の
外

選

挙
、
消
防
団
、
自
衛
隊
関
係
、
そ
の

外
他
課
、
他
の
係
に
属
し
な
い
一
切
の

庶
務
を
処

理
し
て
い
ま
す
。

　
管
財

係
は
’
町
有
財
産
の
維
持
修
繕

そ

の
他

管
理
関
係
、
公
用
車
の
管
理
関

係
の

事
務
を
担
当
し
て
い
ま
す

以
上

説
明

を
1
約
し
ま
す
と
、
総
務
課

は
役
場
の

一
切

の
管
理
事
務
を
担
当
し

て

い

る
と
云
え
ま
す
。


